
令和６年９月８日（日）　　 
午前９時～１１時３０分
小学校体育館（炊き出し：町民会館）

※駐車場は小学校グラウンド、町民会館、役場などをご利用ください。

日　　時

場　　所

防災訓練
を実施します

◇避難所設営訓練
「避難テント」や「簡易ベッド」の設営体験を行います。

◇炊き出し訓練
津別町赤十字奉仕団による昼食の提供を行います。

◇野外入浴設備の設営展示、ドローンの実演、消防資機材の展示
　 陸上自衛隊美幌駐屯地による野外入浴設備の設営やドローンの実演、津別消防署による
　 消防資機材の展示や紹介を行います。

訓練内容 上靴やスリッパを必ず持参してください

参加者には「豚汁」と「おにぎり」を提供します

主催：津別町
協力：津別町自治会連合会／津別町赤十字奉仕団／陸上自衛隊美幌駐屯地／津別消防署／津別町社会福祉協議会
事務局・問い合わせ：防災危機管理室 ☎ 0152 － 76 － 2151

１. 阿寒摩周国立公園指定 90 周年記念式典 参加費無料！申し込み不要！

阿寒摩周国立公園指定 90 周年
記念事業が開催されます！

日時：令和６年９月２７日（金）13：00 ～ 16：00
　　（12：00 より受付開始）
会場：釧路圏摩周観光文化センター
　　　（弟子屈町摩周 3 丁目 3 番 1 号）
　　　津別町内から車で約７５分
内容：〇講演題名「これからの国立公園に担うべき役割」
　　　　講演者　山田　桂一郎氏（JTIC.SWISS 代表）
　　　〇講演題名「温故知新　阿寒摩周国立公園の歴史と次の百周年にむけて」
　　　　講演者　塩　博文氏（クスリ凸凹旅行舎代表）
　　　〇パネルディスカッション「指定１００年の国立公園に向けて」
　　　　コーディネーター　山田　桂一郎氏（JTIC.SWISS 代表）〈写真上段左〉
　　　　アドバイザー　　　塩　博文氏（クスリ凸凹旅行舎代表）〈写真上段右〉
　　　　パネリスト　　　　榎本　竜太郎氏（川湯温泉旅館組合 組合長）〈写真下段左〉
　　　　　　　　　　　　　松岡　篤寛氏（有限会社阿寒観光ハイヤー取締役社長）〈写真下段中央〉
　　　　　　　　　　　　　若月　識氏（知床のガイド屋 pikki ガイド）〈写真下段右〉
※詳細は阿寒摩周国立公園広域観光協議会のホームページをご覧ください。
　https://www.akan-mashu-nationalpark.asia/

　阿寒摩周国立公園は令和６年１２月で、国立公園指定９０周年を迎えます。
　それを記念し、津別町を含む１市１０町で構成する阿寒摩周国立公園広域観光協議会主催で式典が
開催されます。
　本式典では「阿寒摩周国立公園」のこれまでの歴史を紐解き、きたる１００周年に向けた講演やパ
ネルディスカッションを予定しています。

２. 阿寒摩周国立公園 90 周年ドライブスタンプラリー

　阿寒摩周国立公園 90 周年を記念して、同国立公園内の１市１０町に各２ヶ所ずつ計２２ヶ所の人気観光
スポットを巡るドライブスタンプラリーを実施しています。
　２２ヶ所のうち６ヶ所でスタンプを集めて応募すれば抽選で豪華景品が当たるチャンス！
※お 1 人様３口まで応募できますので、この機会にぜひその地域ならではの魅力を体感してください。

　開催期間
　令和６年７月２２日～
　令和６年１０月３１日

●応募用紙を用いる場合
　阿寒摩周国立公園内１市１０町の指定されたポイントでスタンプを 6 つ集めてください。期間内に
スタンプを集め、商品応募用紙に必要事項を記入し、各チェックポイントに設置されている応募ボック
スに投函してください。※津別町は「さんさん館」と「道の駅あいおい」に設置しています。
●スマホから参加する場合
　「furari( ふらり )」アプリを起動し、[ 公開中 ] のタブより [ 阿寒摩周国立公園ドライブスタンプラリー ]　　
　を選択します。 [ 参加する ] ボタンを押し、[ スタンプカード ] という表示に切り替
　わると、参加設定完了です。スタンプカードに表示されているチェックポイントへ行
　き、スタンプ 6 つを集めましょう。
　 ( 注 ) 同一のスタンプでの応募は受け付けていません。

スタンプラリー参加方法

問い合わせ先　阿寒摩周国立公園広域観光協議会事務局
　　　　　　　（弟子屈町役場内）☎015－482－2940

▲DLはこちら

　訓練は、当日午前９時に大規模な地震が発生したことを想定し、小学校体育館を避
難所として開設するため、「避難テント」や「簡易ベッド」の設営などについて訓練を
行います。参加者は、自宅から徒歩または車で避難（移動）することとします。この
訓練を通して、いざという時に慌てずに行動できるよう、避難経路の確認や避難の際
の持ち物、避難所での生活など、様々なことを体験してみましょう。当日参加もでき
ますので家族皆さまでご参加いただき、防災意識を高めましょう。
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